イ　文化・芸術関連事業

≪文化財保護≫
　◎　文化財の調査・指定
○　文化財審議会の開催
　　　　　期　　日：３月１１日
　　　　　場　　所：市文化ホール大会議室
　　　　　内　　容：（１）平成２６年度事業報告について
　　　　　　　　　 （２）平成２７年度事業計画案について
○　埋蔵文化財の発掘調査等
　　　　　市内には，約７５０か所の遺跡（埋蔵文化財包蔵地）の存在が周知されており，公共事業や個人住宅建設などの小規模開発に伴う発掘調査（試掘１件及び確認調査６件，本調査１件）を行った。
○　文化財基礎調査事業の実施
　　　　　市内に存在する文化財の基礎調査を行い，その概要を把握して文化財保護のための基礎資料とする。
・仏像調査
　　 市内の寺院，祠堂に奉安される仏像彫刻等の悉皆調査について，２６年度は本埜地区（滝・物木・笠神・一区・三区），印旛地区岩戸区で実施した。
・石造物調査
旧本埜村域に所在する石造物について，２６年度は本埜地区笠神区・埜原地区において悉皆調査を行った。
　　○　市内埋蔵文化財分布調査
　　　　　遺物散布地の分布調査の成果に基づき，埋蔵文化財包蔵地のＧＩＳデータ化を進めた。
　◎　文化財の保存・管理
　　○　指定文化財への助成
　　　　　指定文化財管理等経費補助金（有形文化財４団体・無形民俗文化財６団体・
史跡２団体他）の交付を行った。
　　○　文化財防災訓練の実施
　　　　　１月２６日の文化財防火デーに際し，文化財の所在する地域住民とともに管轄の消防署の協力を得ながら文化財防災訓練を実施した。
　　　　　実施日：平成２７年１月１８日(日) 
　　　　　実施会場：結縁寺（銅造不動明王立像）
　　　　　訓練内容：通報訓練，搬出訓練，初期消火訓練，
消防署・消防団による放水訓練
関係団体：結縁寺町内会・印西西消防署・消防団第５分団第５部
参 加 者：３４名
　　○　文化財資料（民具等）の保存・活用
　　　　　寄贈された民具資料等を整理・保管するとともに公開し活用に努めた。
　　　　　場　　所：資料整理作業所歴史資料保管庫
　　　　　見　　学：大森小学校３年生（２月）
出前民具：原山・西の原・内野・木下の各小学校３年生（２月）
民具を学校に持参して，むかしの暮らしの道具について出張授業を行った。
 　　○　道作古墳群整備事業の実施
　　　　　市の史跡「道作１号墳，道作４号墳，道作５号墳」を含む事業対象地について整備工事を実施し，２７年度供用開始を目指す。
　　　　　１１/７環境整備工事を実施。本工事は２７年度へ繰越して整備を進める。

◎　文化財の普及・啓発
　　○　無形民俗文化財公開事業
	番号
	名　　称
	指定
	公開日
	公開時間
	公開場所

	１
	八幡神社の獅子舞
	市
	4/20
	12:00～17:30
	中根・八幡神社

	２
	鳥見神社の獅子舞
	県
	5/3
	13:00～16:00
	平岡･鳥見神社

	３
	別所の獅子舞
	市
	8/24
	16:00～17:00
	別所･地蔵寺

	４
	いなざき獅子舞
	市
	9/23
	14:00～16:00
	和泉･鳥見神社

	５
	鳥見神社の神楽
	県
	10/17
	12:00～17:00
	中根・鳥見神社

	６
	浦部の神楽
	県
	10/19
	13:00～21:30
	浦部･鳥見神社


　　○　木下貝層貝化石採集観察会
　　　　　天然記念物木下貝層の露頭観察と近隣採集地で貝化石採集会を実施した。
　　　　　実 施 日：８月２２日（金）
　　　　　場　　所：木下万葉公園ほか
　　　　　対　　象：小学高学年から中学生を対象として実施予定。
　　　　　参加者数：２３名（募集人数：２０名）
　　○　ふるさと資料室の展示事業
　　　　　実 施 日：そうふけふれあいの里開館日
　　　　　場　　所：そうふけふれあいの里・ふるさと資料室
　　　　　内　　容：旧草深小学校関連資料と草深地区の歴史・民俗資料を展示。
　　○　無形民俗文化財映像記録作成事業
　　　　　市内に残る無形民俗文化財を記録し普及啓発資料とするため，実施済みの印西地区を除く２件の映像記録を作成する。
　　　　　２６年度は，事前調査として記録調査を実施した。
　　　　　→中根・鳥見神社の神楽の記録調査（9/29練習時，10/17公開日）
　　○　文化ボランティア団体への支援
　　　　　文化財を活用した事業を行う文化ボランティア団体への支援を行う。
木下まち育て塾と協働で「印西市木下地区歴史講座事業（寺子屋吉岡）」を
開催する（３年目）。
　→寺子屋吉岡第７期４回，受講者１０名(応募者１２名)
　　寺子屋吉岡第８期４回，受講者１１名(応募者１３名)
　　夏期講座(８/９) 講師内田龍哉氏「利根川水運と文人・文豪の旅」
会場：中央公民館， 受講者数５２名
　　　　　　冬期講座(３/１５)「バスで巡るわがまちの歴史的建物を学ぶツアー」
講師滋賀秀實氏ほか，募集３０名（予定）
≪芸術・文化≫
◎　芸術文化事業の推進
　　○　第１９回市民文化祭の開催
　　　　　内　容：芸術文化協会ほかの参加市民団体や個人の運営により，展示・
催し・大会・発表の各部門にわたる事業を実施する。
	部門
	行　　事　　名
	期　　　日
	会　　場

	展示
部門
	美術工芸・書道・華道・手工芸・山野草・盆栽・菊花等の展示会を２回に分けて開催。
	①10月11日(土)～12日(日)
②10月18日(土)～19日(日)
※菊花展は11月1日(日)～3日(火･祝)で実施。
	文化ホール


	催し
部門
	お茶会・陶芸(焼物)・体験の催しを展示会と同日開催。
	①10月11日(土)～12日(日)
②10月18日(土)～19日(日)
	文化ホール

	
	鉄道模型展示会
	10月11日(土)～12日(日)
	文化ホール

	大会
部門
	俳句大会
	10月25日（土）
	中央公民館

	
	短歌大会
	10月26日（日）
	

	
	将棋大会
	10月19日（日）
	総合福祉
センター

	
	囲碁大会
	11月 9日（日）
	

	発表
部門
	歌謡・舞踊・能楽・民謡の発表会を展示会と同日開催。
	①10月11日(土)～12日(日)②10月18日(土)～19日(日)
※和楽器体験を11/19に開催。
	文化ホール

	
	合唱の集い
	11月 3日(日)
	

	
	ダンスフェスティバル
	11月16日(日)
	


　　※　総来場者数：約３１５０人
（内，和楽器演奏体験３３名・陶芸体験１２名）
○　芸術・文化団体への支援
　　　・印西市芸術文化協会及び加盟１３団体による主催事業について支援した。
　　　・芸術・文化団体の主催事業の後援申請に係る承認を通じ，市民の芸術・文化
活動を側面から支援した。→後援３２件，共催５件

≪市史編さん≫
◎　市史編さん事業の推進
　○　市史編さん委員会の開催
　　第１回　５月１２日(月) 　市役所４１会議室
　　　　　　議　題：市史編さん事業基本方針の修正について
　　　　　　　　　　市史編さん事業への市民参画について
　　　　　　　　　　印西の歴史編集要項及び原稿募集要項について
　　　　　　　　　　市史研究誌『印西の歴史』第８号について
　　　　　　　　　　印西市史編さん専門委員について
　　第２回　３月１９日(木)　 市役所２０３会議室（予定）　
　　　　　　議　題：平成２６年度事業報告について
　　　　　　　　　　平成２７年度事業計画(案)について
○　市史編さん専門委員専門部会の運営
　・専門委員編集会議　　２回
　・専門委員専門部会　　近現代部会　会議５回，調査３回
近世部会　　会議２回
中世部会　　会議３回
　　　各部会ごとに会議，調査等を実施した。
○　印西歴史ガイドブック編集委員会の運営　１回
会議，民俗行事調査（1月11・12日），原稿執筆を実施した。
○　市史研究誌「印西の歴史」第８号の刊行（３月２７日刊行予定）
○　史料調査の実施
　　教育史料確認調査　１０月２０日～３１日（市内小中学校１０校）
　新聞資料調査　７月８日（千葉県立中央博物館・万朝報）
市史関係民俗調査資料調査　９月７日（大森・個人宅）
近代関連資料確認　１０月２５日（酒直卜杭・水神社）
○　資料収集の実施
近代史料，教育資料，市域関係資料（新聞・広告等），原始・古代資料の収集・整理を実施した。
　
◎　地域史料の保存・整理
　○　古文書等の整理・保管
　　　　市史編さん事業を通じて調査・収集した古文書等について，資料整理作業所にて史料保存の立場から整理・保管を行った。
　○　歴史公文書の収集・保管
　　　　保存年限満了の廃棄公文書のうち，歴史公文書について収集選別を行い，資料整理作業所，印旛支所にて整理・保管を行った。
　　　　→２６年度廃棄文書選別・収集作業　５月～６月
　　　　　歴史公文書等の整理作業　　　　　４月～３月
　○　印旛高校跡地歴史資料展示施設整備事業の実施
　　　印旛高校跡地活用事業として歴史資料展示施設を整備し，資料整理作業所機能を移転する。 
２６年度は用地取得，改修工事の設計業務を実施した。

◎　市史の普及・啓発
○　市史編さん講演会の開催
　　　市の歴史や郷土への理解を深めることを目的として，市史編さん資料を活用する講演会を実施した。
　　　　期　　日：１月３１日(土)　午後２時～４時
　　　　場　　所：中央駅前地域交流館　会議室
内　　容：講  師　木村　修氏（市史編さん委員会委員）
演  題　中世の社寺造営と印西　　　参加者　６１名
　○　市民団体への事業支援
　　　　地域の歴史等を研究・学習する事業を実施する市民団体への支援を行った。
　○　市史刊行物の頒布
　　　　希望者に刊行物を有償頒布した。　→　２８２冊（２月２８日現在）
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